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開
会
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、
山
梨
県
で

「
ぶ
ぅ
ふ
ぅ
う
ぅ
農
園
」を
営
む
、
代
表
理

事
の
中
嶋
千
里
さ
ん
が
こ
う
強
調
し
た
。

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
基
本
は
、

動
物
が
よ
り
自
然
な
状
態
で
生
き
る
環
境

づ
く
り
を
す
る
こ
と
。
そ
の
結
果
、
薬
品

の
使
用
が
少
な
く
な
り
、
よ
り
安
全
な
畜

産
物
が
で
き
、
動
物
と
の
相
互
関
係
の
な

か
で
人
間
も〝
癒
し
〟を
受
け
ら
れ
る
。
旭

山
動
物
園
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
動
物
の

行
動
要
求
を
満
た
す
環
境
を
園
内
に
創
っ

て
き
た
か
ら
で
、
そ
れ
は
Ａ
Ｗ
の
根
本
の

一
つ
で
す
。
自
然
の
流
れ
の
な
か
で
畜
産

を
手
が
け
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問

題
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。
動
物
の
た
め

に
優
し
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
会
を

通
し
て
社
会
的
な
変
革
ま
で
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

　

Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
は
、
参
加
農
場
の
個
別
事
業

を
補
完
し
あ
い
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
を
実
践
し
て
い
く
共
同
体
を
め
ざ
す
。

そ
の
基
盤
に
な
る
の
が
、
会
員
農
場
み
ず

か
ら
作
成
す
る
Ａ
Ｗ
の
改
善
に
向
け
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
だ
。
各
農
場
は
３
カ
年
の
改

善
計
画
を
作
り
、
広
く
公
開
し
て
い
く
。

　

代
表
の
中
嶋
さ
ん
は
、
１
９
８
０
年
代

か
ら
い
ち
早
く
放
牧
養
豚
に
取
り
組
ん
で

き
た
、
こ
の
分
野
で
は
草
分
け
的
な
存
在
。

妊
娠
期
間
中
の
繁
殖
豚
と
肥
育
豚
は
放
牧

場
で
飼
育
し
、
抗
生
物
質
は
使
わ
ず
、
生

ま
れ
た
子
豚
は
母
乳
で
育
て
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
用
の
資
料
に
載
せ
た「
改
善
計

画
」で
は
、
豚
た
ち
の
飼
育
空
間
を
少
し

ず
つ
広
げ
て
い
く
一
方
で
、「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
床
に
敷
く
藁
や
お
が
屑
の
量
を
増
や

す
」「
妊
娠
豚
用
の
ス
ト
ー
ル（
檻
）は
産

前
・
産
後
の
数
日
間
の
み
使
用
」「
哺
乳
期

間
を
28
日
間
か
ら
45
日
間
へ
と
延
ば
す
」

な
ど
の
項
目
を
盛
っ
た
。

　

今
後
は
、
会
員
の
農
場
が
こ
う
し
た
改

善
計
画
を
作
成
・
実
践
す
る
な
か
で
、
よ

り
高
品
質
な
Ａ
Ｗ
商
品
を
供
給
し
て
い
く
。

　

Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
の
生
産
者
会
員
は
、
各
分
野

で
放
牧
飼
育
や
非
遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ

Ｍ
）飼
料
の
給
与
、
有
機
畜
産
物
の
生
産
、

独
自
の
販
路
開
拓
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
人
た
ち
ば
か
り
だ
。
設
立
時
の
会
員
農

場
は
18
。
こ
の
う
ち
５
農
場（
酪
農
・
肉

用
牛
・
養
豚
部
門
）を
北
海
道
で
占
め
る
。

　

上
士
幌
町
の
㈲
十
勝
し
ん
む
ら
牧
場
は
、

95
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地
と
山
林
で
乳
牛
１

５
０
頭（
う
ち
経
産
牛
は
95
頭
前
後
）を
飼

う
放
牧
酪
農
家
。
生
乳
の
３
割
ほ
ど
を
自

社
で
加
工
し
、
牛
乳
や
ミ
ル
ク
ジ
ャ
ム
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
菓
子
類
な
ど
を
販
売
し
て

き
た
。
昨
年
夏
に
は
３
頭
の
母
豚
を
導
入

し
て
放
牧
養
豚
も
始
め
、
ベ
ー
コ
ン
や
サ

ラ
ミ
の
加
工
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

　

牛
を
牛
ら
し
く
飼
う
た
め
に
放
牧
酪
農

に
転
換
し
、
多
様
な
生
き
物
が
棲
息
し
て

い
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土
づ
く
り
を
追

求
す
る
。
そ
し
て
、
生
産
者
自
身
が
価
格

の
決
定
権
を
持
ち
、
加
工
・
販
売
し
て
い

く
こ
と
で
経
営
を
持
続
さ
せ
る
─
─
。
こ

れ
が
、
同
牧
場
４
代
目
で
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
専

務
理
事
の
新
村
浩
隆
さ
ん（
１
９
７
１
年
、

同
町
生
ま
れ
）の
基
本
姿
勢
だ
。

　

20
代
の
こ
ろ
か
ら
多
く
の
商
業
者
と
交

流
す
る
な
か
で
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
や
テ
ロ
ワ
ー
ル（
注
＝
そ
の
土
地
特
有

の
環
境
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。
フ
ラ
ン
ス

語
か
ら
派
生
し
た
言
葉
）に
適
っ
た
生
産

物
に
対
し
、
市
場
が
価
値
を
つ
け
る
仕
組

み
が
必
要
、
と
考
え
て
い
る
。
シ
ン
ポ
で

は
、
そ
う
し
た
考
え
方
に
到
達
す
る
ま
で

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟
北の大地から

連載第 149 回

民間団体が進める
アニマルウェルフェア畜産の基準づくり

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家
畜
福
祉
。
Ａ
Ｗ
と
略
）の
普
及

を
め
ざ
す
道
内
外
の
民
間
団
体
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て

き
た
。
全
国
で
20
ほ
ど
の
農
場
が
核
に
な
っ
て「
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
フ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
）」

が
設
立
さ
れ
、
向
こ
う
３
年
間
の
Ａ
Ｗ
改
善
計
画
を
作
成
、

Ａ
Ｗ
商
品
の
販
売
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
試
み
が
ス
タ
ー
ト
。

道
内
の
酪
農
・
畜
産
農
家
や
研
究
者
、
獣
医
師
、
加
工
・
流

通
関
係
者
ら
で
つ
く
る「
一
般
社
団
法
人
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
協
会
」で
は
、
Ａ
Ｗ
畜
産
の
実
践
農
場
と
そ
の

農
場
の
生
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の
製
造
業
者
ら
を
認
証
す

る
シ
ス
テ
ム
を
創
っ
た
。
ま
ず
乳
牛
部
門
の
認
証
か
ら
始
め
、

他
の
家
畜
に
も
広
げ
て
い
く
。
具
体
的
な
作
業
に
着
手
し
た

両
団
体
の
動
き
を
中
心
に
、
Ａ
Ｗ
畜
産
の
今
を
紹
介
す
る
。

　

ス
ト
レ
ス
か
ら
自
由
な
環
境
の
下
で
育

て
た
家
畜
か
ら
得
ら
れ
た
畜
産
商
品
を
消

費
者
に
届
け
る
活
動
を
め
ざ
す
、「
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
フ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」（
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
）の
設
立
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
５
月
28
日
、
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学（
東
京
）で
開
か
れ
た
。

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
Ａ
Ｗ
）に
対

す
る
価
値
観
を
持
ち
、
丁
寧
に
家
畜
を
飼

育
し
て
い
る
、
全
国
各
地
の
農
場
が
核
に

な
っ
て
誕
生
し
た
。
す
で
に
酪
農
・
肉
用

牛
・
養
豚
・
採
卵
鶏
・
肉
用
鶏
の
５
部
門

か
ら
20
ほ
ど
の
農
場
が
参
加
し
て
お
り
、

今
後
は
流
通
企
業
や
生
協
、
小
売
店
、
飲

食
店
な
ど
と
の
連
携
を
強
め
、
Ａ
Ｗ
商
品

の
普
及
と
供
給
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
。

生
産
者
自
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
り
Ａ
Ｗ
商
品
の
普
及
を
促
進

家
畜
と
の
幸
せ
な
関
係
を
創
り

Ａ
Ｗ
商
品
を
食
卓
に
届
け
た
い

▲各農場の取り組みに耳を傾けるＡＷＦＣシンポジ
ウムの参加者

◀東京のスーパー「福島屋」の店頭には㈲十勝しんむ
ら牧場のコーナーを設けている

家
畜
福
祉
後
進
国
、
日
本
を
変
え
る

畜
産
の
生
産
・
流
通
現
場
で
の
挑
戦

全国各地でアニマルウェルフェア畜産をめざす 20 ほどの農場で設立したＡＷＦＣは、200 人余りが参加したシンポジウムで各自の取り組みを発表。今後
は各農場のＡＷガイドラインを作成して改善を図り、関連商品の販売チェーンを構築していく（５月 28日、日本獣医生命科学大学で）
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よ
う
に
、
次
の「
５
つ
の
自
由
」が
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
国
際
的
な
原
則
に

な
っ
て
い
る
。

　

①
飢
え
と
渇
き
か
ら
の
自
由

　
②
不
快
か
ら
の
自
由

　
③
痛
み
、
傷
、
病
気
か
ら
の
自
由

　
④
正
常
行
動
を
発
現
す
る
自
由

　
⑤
恐
怖
や
苦
し
み
か
ら
の
自
由

　

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）の
加
盟
国
が
Ａ
Ｗ
畜

産
を
農
業
政
策
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
の

は
、
70
年
代
半
ば
の「
農
用
動
物
保
護
に

関
す
る
欧
州
協
定
」の
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ

る
。
80
年
代
以
降
は
、
採
卵
鶏
や
豚
、
子

牛
の
保
護
基
準
や
屠
畜
時
な
ど
の
動
物
保

護
基
準
を
相
次
い
で
策
定
。
97
年
に
は
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
議
定
書
で
、

「
家
畜
は
単
な
る
農
産
物
で
は
な
く
、
感

受
性
の
あ
る
生
命
存
在
で
あ
る
」

　

と
規
定
さ
れ
、
２
０
０
７
年
に
な
る
と

Ｅ
Ｕ
の
憲
法
と
も
い
え
る
リ
ス
ボ
ン
条
約

で
明
文
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
Ｅ
Ｕ
で
は

12
年
か
ら
採
卵
鶏
の
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
飼

育
を
全
面
禁
止
し
、
13
年
以
降
は
妊
娠
豚

用
の
ス
ト
ー
ル
飼
育
も
受
胎
後
４
週
間
か

ら
分
娩
予
定
日
１
週
間
ま
で
の
期
間
、
全

面
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
10
年
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
宣
言
で
は
、「
す
べ
て
の
雄

子
豚
の
去
勢
を
18
年
ま
で
に
廃
止
す
る
」

と
採
択
さ
れ
、「
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

〝
畜
産
革
命
〟が
進
ん
で
い
る
」（
松
木
さ

ん
）状
況
だ
と
い
う
。

　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
施
策
の
特
徴
は
、「
直
接

支
払
い
に
よ
っ
て
補
助
金
を
支
給
す
る
」

「
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
市
場

経
済
の
な
か
で
Ａ
Ｗ
食
品
を
提
供
し
て
い

く
」の
両
面
か
ら
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
を
振
興
し
て
い
る
こ
と
だ
。

Ａ
Ｗ
に
対
す
る
認
知
度
が
低
く
、

積
極
的
な
Ａ
Ｗ
推
進
政
策
も
見

ら
れ
な
い
日
本
の
現
状
と
は
対

照
的
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
も
加
盟
す
る
Ｏ
Ｉ

Ｅ（
世
界
動
物
保
健
機
関
。
旧

名
・
国
際
獣
疫
事
務
局
）は
、

05
年
の
総
会
で
食
用
目
的
の
屠

殺
や
輸
送
、
疾
病
管
理
が
目
的

の
殺
処
分
に
関
す
る
Ａ
Ｗ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
採
決
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
家
畜
の
種
類
別
の
生

産
基
準
を
策
定
中
だ
。
12
年
か

ら
昨
年
に
か
け
て
、
肉
用
牛
や

肉
用
鶏
、
乳
牛
の
順
に
生
産
基

準
を
採
決
し
、
残
る
豚
や
採
卵

鶏
の
基
準
も
こ
こ
数
年
の
う
ち

に
決
ま
る
見
通
し
に
な
っ
て
い

る
。

　

日
本
の
畜
産
が
手
本
に
し
て

き
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
政
府
が
Ｅ
Ｕ

の
取
り
組
み
に
反
対
姿
勢
を
示
し
、
補
助

政
策
に
は
否
定
的
と
い
う
。
し
か
し
、
複

数
の
州
政
府
で
は
繁
殖
雌
豚
の
ス
ト
ー
ル

飼
育
を
禁
止
し
、
７
年
前
に「
家
畜
虐
待

防
止
法
」を
制
定
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
は
乳
牛
の
断
尾
や
フ
ォ
ア
グ
ラ
生
産
・

販
売
の
禁
止
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

消
費
者
の
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

米
国
の
豚
肉
や
鶏
卵
の
生
産
者
団
体
は
、

Ａ
Ｗ
に
つ
い
て
自
主
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
た
。
外
食
産
業
で
は
、
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
社
が
採
卵
鶏
の
生
産
基
準
を
作
り
、

ケ
ー
ジ
面
積
の
拡
大
や
、
く
ち
ば
し
切
断

の
段
階
的
な
廃
止
を
決
定
。
大
学
の
学
生

食
堂
で
ケ
ー
ジ
卵
の
不
使
用
を
進
め
る
と

こ
ろ
が
１
６
０
校
に
上
り
、
大
手
小
売
店

で
も
非
ケ
ー
ジ
卵
の
取
り
扱
い
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
を
察
知
し

た
日
本
の
養
鶏
関
係
者
に
よ
る
米
国
視
察

が
増
え
て
い
る
、
と
も
聞
く
。

　

一
方
、
日
本
政
府
の
動
き
は
鈍
く
、
10

年
度
ま
で
に
農
林
水
産
省
が
家
畜
の
種
類

別
に「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え

方
に
対
応
し
た
飼
養
管
理
指
針
」を
ま
と

め
た
も
の
の
、
積
極
的
な
普
及
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
同
省
に
は
Ａ
Ｗ
専
門
の
部
署

は
な
く
、
生
産
局
と
消
費
・
安
全
局
の
関

係
課
が
業
務
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
段

階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
酪
農
・
畜
産
王
国
」北
海
道
の
地
方
政
府

（
道
庁
）で
は
昨
秋
、
松
木
洋
一
さ
ん
を
招

い
て
、
農
政
部
・
保
健
福
祉
部
・
環
境
生

活
部
の
関
係
職
員
20
人
ほ
ど
が
研
修
会
を

開
催
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
ま
だ
具
体
的
な
動
き

は
見
え
て
こ
な
い
。

放牧養豚に取り組む幕別町の「エルパソ豚牧場」。環境・飼料・品種に工夫して「どろぶた」を飼育する

の
歩
み
を
紹
介
し
た
。
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
の
酪
農

部
門
に
は
、
十
勝
管
内
清
水
町
の
㈲
あ
す

な
ろ
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ（
本
誌
16
年
２
月
号

で
紹
介
）も
参
加
し
て
い
る
。

　

養
豚
部
門
で
は
、
幕
別
町
忠
類
で「
エ

ル
パ
ソ
豚
牧
場
」を
営
む
平
林
英
明
さ
ん

（
１
９
４
５
年
、
帯
広
市
生
ま
れ
）が
発
表
。

同
牧
場
は
、
帯
広
市
で
レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ

ン
チ
ョ
・
エ
ル
パ
ソ
」を
経
営
し
て
き
た

平
林
さ
ん
が
、
市
内
の
体
験
牧
場
の
敷
地

を
利
用
し
て
12
年
前
に
オ
ー
プ
ン
。
３
年

前
、
旧
忠
類
村
の
公
共
牧
場
だ
っ
た
土
地

に
移
転
し
た
も
の
で
、
広
さ
は
約
30
ヘ
ク

タ
ー
ル
も
あ
る
。

　

年
間
千
頭
近
い
豚
を
育
て
、「
ど
ろ
ぶ

た
」の
ブ
ラ
ン
ド
で
加
工
・
販
売（
本
誌
15

年
４
月
号
を
参
照
）。
放
牧
環
境
や
飼
料
、

品
種
の
選
び
方
を
工
夫
し
て
育
て
た「
ど

ろ
ぶ
た
」は
、
食
肉
の
美
味
し
さ
を
示
す

指
標
の
オ
レ
イ
ン
酸
含
有
量
が
50
％
以
上

の
も
の
を
出
荷
す
る
と
い
う
。

「
今
後
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
放
牧
に
適
し
た

豚
の
輸
入
を
試
み
な
が
ら
、
少
数
の
ユ
ー

ザ
ー
や
小
さ
な
流
通
に
も
つ
な
げ
る
な
か

で
、
活
動
が
実
を
結
ぶ
よ
う
に
し
た
い
。

そ
の
こ
と
で
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
が

実
現
し
、
Ａ
Ｗ
商
品
の
消
費
に
も
結
び
つ

く
で
し
ょ
う
」と
力
を
込
め
て
い
た
。

　

肉
用
牛
部
門
で
発
表
し
た
の
は
、
足
寄

町
の「
北
十
勝
フ
ァ
ー
ム
㈲
」代
表
の
上
田

金
穂
さ
ん
。
同
社
で
は
80
年
代
以
降
、
さ

ま
ざ
ま
な
品
種
の
肉
用
牛
を
飼
育
し
て
き

た
が
、
近
年
は
放
牧
に
適
し
た
丈
夫
で
温

和
な「
日
本
短
角
種
」の
一
貫
生
産
に
取
り

組
む
。
足
寄
と
釧
路
管
内
音
別
町
に
合
計

２
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧
場
を
持
ち
、
常

時
５
百
〜
６
百
頭
を
飼
育
し
、
年
間
１
５

０
頭
ほ
ど
販
売
す
る
。

　

上
田
さ
ん
は
、
８
年
前
に
国
産
飼
料
を

与
え
る
や
り
方
に
転
換
し
た
経
緯
を
振
り

返
り
、
牛
の
自
己
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
た

り
、
注
射
針
を
刺
さ
な
い
治
療
法
や
人
間

と
の
距
離
を
縮
め
る
試
み
な
ど
を
語
っ
た
。

　

農
場
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
牛
も

人
も
幸
せ
に
〜
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

推
進
牧
場
」。
職
員
同
士
が
Ａ
Ｗ
の
認
識

を
共
有
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
な
か
で
、

人
が
行
く
と
牛
が
寄
っ
て
く
る
牧
場
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
。「
今
後
、
国
内
に
１

５
６
万
頭
い
る
黒
毛
和
種
の
生
産
者
が
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
日
本
の
畜
産
に
と
っ
て
大
き
な
進
歩

に
な
る
で
し
ょ
う
」と
訴
え
て
い
た
。

　

発
表
を
受
け
、
参
加
者
か
ら
は
、
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

「（
Ａ
Ｗ
商
品
を
）食
べ
る
側
に
も
っ
と
現

場
の
中
身
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」（
流
通
関
係
者
）

「
イ
オ
ン
が
全
国
各
地
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

の
店
舗
を
展
開
す
る
計
画
も
あ
り
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
。
Ａ

Ｗ
商
品
を
発
信
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
だ
」

（
有
機
農
産
物
の
関
係
者
）

「
東
京
の
世
田
谷
で
ゼ
ミ
用
に
１
頭
の
豚

を
育
て
て
も
ら
い
、
そ
の
豚
を『
食
べ
る

会
』も
開
い
た
。
豚
は
き
れ
い
好
き
で
人

懐
こ
く
、
そ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
。
幸
せ
な
環
境
で
育
っ
た
豚
を
み

ん
な
で
食
べ
る
と
き
に
は
、
あ
り
が
た
い

気
持
ち
に
な
っ
た
」（
慶
応
大
の
学
生
）

　

Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
で
は
今
後
、
会
員
交
流
会
を

重
ね
な
が
ら
、
試
食
を
兼
ね
た
家
畜
の
去

勢
を
考
え
る
学
習
会
や
Ａ
Ｗ
商
品
の
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
こ
で
、
Ａ
Ｗ
研
究
の
第
一
人
者
で
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
名
誉
教
授（
農
業
経

済
学
）の
松
木
洋
一
さ
ん
の
講
演
内
容
な

ど
を
基
に
、
国
内
外
の
動
向
に
つ
い
て
少

し
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

こ
の
連
載
で
も
何
度
か
紹
介
し
て
き
た

牛
が
近
寄
る
牧
場
を
つ
く
り

生
産
者
同
士
の
交
流
も
進
め
る

「動物にやさしく、社会変革にもつなげたい」と話すＡＷＦＣ代表理
事の中嶋千里さん

急
速
に
進
む
世
界
の
畜
産
革
命

後
塵
を
拝
す
日
本
の
Ａ
Ｗ
施
策
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う
や
く
機
が
熟
し
て
き
た
、
と
い
う
感
じ

が
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
活
動
に
参
加

し
つ
つ
、
今
後
も
Ａ
Ｗ
の
行
方
を
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

◆

　

Ａ
Ｗ
畜
産
の
実
践
例
を
ま
と
め
た
単
行

本『
人
も
動
物
も
満
た
さ
れ
て
生
き
る
』が

５
月
末
に
養
賢
堂（
東
京
）か
ら
出
版
さ
れ

た
。『
日
本
と
世
界
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
』の
上
巻
。
１
８
０
０
円
＋

税
。
全
国
の
11
事
例
を
収
録
し
、
道
内
関

係
で
は
①
旭
川
の「
ク
リ
ー
マ
リ
ー
農
夢
」

②
上
士
幌
の「
十
勝
し
ん
む
ら
牧
場
」③
せ

た
な
町「
や
ま
の
会
」の
有
機
畜
産
④
北
里

大
学
附
属
八
雲
牧
場
の
有
機
肉
生
産
シ
ス

テ
ム
⑤
幕
別
町
忠
類
の「
よ
つ
葉
放
牧
酪

農
認
証
牛
乳
」─
─
を
紹
介
。
筆
者
も
①

〜
③
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
北
海
道
で
は
民
間
に
よ

る
国
内
初
の
Ａ
Ｗ
畜
産
認
証
シ
ス
テ
ム
が

動
き
始
め
て
い
る
。
筆
者
も
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
い
る
、
一
般
社
団
法
人
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協

会（
代
表
理
事
・
瀬
尾
哲

也
帯
広
畜
産
大
学
講
師
）

が
６
月
ま
で
に
乳
牛
の
認

証
基
準
を
ま
と
め
、
札
幌

市
内
で
開
催
し
た
法
人
の

設
立
記
念
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
紹
介
。
来
春
に
も
Ａ
Ｗ

認
証
マ
ー
ク
を
付
け
た
牛

乳
・
乳
製
品
の
第
１
号
が

誕
生
す
る
見
込
み
だ
。

　

同
協
会
の
前
身
は
、
道

内
の
酪
農
・
畜
産
農
家
や

研
究
者
、獣
医
師
、流
通
・

販
売
関
係
者
、
消
費
者
ら

約
60
人
が
参
加
し
、
２
年

前
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
や
見
学

会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て

Ａ
Ｗ
の
普
及
に
努
め
て
い

る「
北
海
道
・
農
業
と
動

物
福
祉
の
研
究
会
」。
認

証
制
度
の
創
設
は
設
立
当

時
か
ら
の
目
標
で
、
有
志
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
学
習
会
な
ど
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

欧
米
諸
国
で
は
、
動
物
保
護
団
体
や
業

界
団
体
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
認

証
シ
ス
テ
ム
を
創
り
、
大
手
ス
ー
パ
ー
で

も
Ａ
Ｗ
食
品
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
牛

乳
や
乳
・
肉
製
品
、
卵
が
販
売
さ
れ
て
い

る
。
Ｅ
Ｕ
の
国
々
で
は
、

関
係
法
令
の
整
備
や
補
助

金
の
支
給
、
認
証
食
品
の

購
入
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し

て
、
社
会
全
体
で
Ａ
Ｗ
畜

産
を
支
え
て
き
た
。

　

日
本
で
は
、
食
品
認
証

制
度
は
数
多
く
創
設
さ
れ

て
い
る
が
、
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
特
化
し

た
仕
組
み
は
ま
だ
な
い
。

そ
こ
で
、
同
研
究
会
は
認

証
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
生
産

基
準
や（
一
社
）日
本
草
地

畜
産
種
子
協
会
の
放
牧
畜

産
認
証
基
準
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
の
基
準
な
ど
に
も
学
び

な
が
ら
、
２
年
が
か
り
で

検
討
を
重
ね
た
。
昨
秋
に

は
、
は
ま
な
す
財
団（
札

幌
）の「
地
域
づ
く
り
活
動
発
掘
・
支
援

事
業
」の
助
成
対
象
に
採
択
さ
れ
、
資
金

面
で
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

乳
牛
の
認
証
基
準
は
、
11
年
に
公
益
社

団
法
人
畜
産
技
術
協
会（
東
京
）が
発
行
し

た
Ａ
Ｗ
評
価
法
の
報
告
書
を
下
地
に
、「
５

つ
の
自
由
」の
原
則
を
忠
実
に
守
り
、
独

自
の
基
準
を
加
え
て
い
る
。

「
動
物
」「
施
設
」「
管
理
」あ
わ
せ
て
52
項
目

の
基
準
を
設
け
、
３
部
門
と
も
80
％
以
上

に
達
す
る
と
認
証
農
場
に
な
れ
る
。
ま
た
、

認
証
農
場
の
生
産
物
を
使
っ
て
牛
乳
や
乳

製
品
な
ど
を
製
造
す
る
事
業
者
は
、
商
品

に
認
証
マ
ー
ク
を
貼
っ
て
販
売
で
き
る
─

─
と
い
う
も
の
。
Ａ
Ｗ
畜
産
協
会
の
審
査

委
員
が
申
請
の
あ
っ
た
農
場
を
訪
れ
て
評

価
を
実
施
。
認
証
農
場
に
は
年
２
回
、
立

ち
入
り
検
査
も
行
な
う
。

　

独
自
の
認
証
基
準
に
は
、「
で
き
る
だ
け

牛
を
拘
束
せ
ず
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
状

態
で
愛
情
を
込
め
て
健
康
的
に
飼
育
し
て

ほ
し
い
」と
の
願
い
を
込
め
た
。

　

酪
農
の
規
模
拡
大
に
伴
い
、
傷
病
・
死

廃
事
故
の
割
合
が
増
え
、
濃
厚
飼
料
の

多
給
に
よ
っ
て
第
４
胃
変
位
に
罹
っ
た

り
、
短
命
で
屠
場
に
送
り
込
ま
れ
る
乳
牛

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
放
牧
や

冬
期
間
の
パ
ド
ッ
ク
で
の
１
日
４
時
間
以

上
の
運
動
、
濃
厚
飼
料
給
与
量
の
上
限

（
乾
物
重
量
換
算
で
50
％
以
下
）、
１
人
あ

た
り
搾
乳
牛
の
飼
養
数
を
30
頭
以
下
に
す

る
─
─
な
ど
の
基
準
も
設
け
た
。
カ
ウ
ト

レ
ー
ナ
ー（
排
泄
時
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め

の
電
気
装
置
）や
ス
タ

ン
チ
ョ
ン（
頭
部
の
保

定
装
置
）の
原
則
禁
止

も
盛
っ
た
。

　

乳
牛
も
人
間
も
幸
せ

に
な
れ
る
酪
農
に
近
づ

け
る
た
め
の
評
価
項
目

を
設
け
た
い
、
と
い
う

の
が
作
成
に
あ
た
っ
た

メ
ン
バ
ー
の
思
い
で
あ

る
。
畜
舎
に
牛
を
閉
じ

込
め
て
い
る
酪
農
家
に
は
き
び
し
い
項
目

も
あ
る
が
、
小
規
模
経
営
で
丁
寧
に
牛
と

接
し
て
き
た
農
家
に
は
ク
リ
ア
し
や
す
い

基
準
、
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
一
社
）ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協

会
に
は
、
す
で
に
道
内
外
の
酪
農
家
か
ら

「
認
証
農
場
の
申
請
を
し
た
い
」と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
７
月
か
ら
具
体
的

な
作
業
に
入
る
。
８
月
中
に
認
証
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
公
募
し
、
採
用
作
品
を
決
め
た

の
ち
に
商
標
登
録
を
申
請
。
認
証
事
業
所

の
募
集
も
進
め
て
い
く
。
将
来
的
に
は
、

Ａ
Ｗ
商
品
の
開
発
支
援
や
、
肥
育
豚
・
採

卵
鶏
・
肉
用
牛
の
認
証
基
準
づ
く
り
も
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｗ
畜
産
の
普
及
や

認
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

だ
。
関
連
法
令
の
整
備

や
行
政
か
ら
の
支
援
も

乏
し
い
Ａ
Ｗ
後
進
国
の

日
本
に
あ
っ
て
、
民
間

団
体
が
浄
財
を
集
め
、

手
探
り
で
取
り
組
ま
ざ

る
を
得
な
い
の
が
実
態

で
あ
る
。

　

筆
者
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
問

題
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
15
年

ほ
ど
前
に
狂
牛
病（
牛
海
綿
状
脳
症
・
Ｂ

Ｓ
Ｅ
）に
関
す
る
追
跡
本
を
上
梓
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

草
食
動
物
の
牛
に
肉
骨
粉
な
ど
を
与
え

て〝
共
食
い
〟さ
せ
る
な
か
で
発
生
し
た
狂

牛
病
の
問
題
を
、
根
本
か
ら
解
決
す
る
に

は
生
産
の
あ
り
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
─
─
。
そ
ん
な
思
い
に
駆

ら
れ
、
欧
州
な
ど
で
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

有
機
畜
産
の
流
れ
に
学
ぶ
な
か
で
、
前
出

の
松
木
さ
ん
や
動
物
保
護
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
ら
と
出
会
い
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
の
取
り
組
み
を
知
っ
た
。
セ
ミ

ナ
ー
や
実
践
農
場
の
様
子
を
取
材
し
、
こ

の
連
載
で
も
折
に
触
れ
て
紹
介
し
て
き
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
数
年
の
歳
月
が
流
れ
、
よ
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北十勝ファームは「動物も人も幸せに」をモットーに日本短角種の肉用牛を育てる（提供／同ファーム）

ＡＷ認証を始めたアニマルウェルフェア畜産協会は設立記念セミナーを開催（６月 18日、札幌市内で）

欧州で使われているＡＷ食品の認証ロゴマーク
（提供／松木洋一さん）

11 カ所の実践事例を紹介した単行本『人も動物
も満ち足りて生きる』

乳
牛
の
Ａ
Ｗ
認
証
か
ら
始
め
て

来
春
に
も
第
１
号
商
品
誕
生
へ

国
内
初
の
Ａ
Ｗ
認
証
制
度
を

創
っ
た
北
海
道
の
民
間
団
体


